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B 18 高齢 婦人 の 衣服 に関 す る 調査 研究 （ 第２ 報）

体 型 測定 値 の分 布と 既 成服 サ イズ の比 較

兵庫 県生 活 科 学研　 ○ 柴田　 祥江　 桜井　 啓吉　　 武 庫川 女 大家 政　 林　 泰子

目 白勺　　 高齢 婦人■の 既成 服 は質 量共 に 充 分と はいえ ず、 現行j  1 s  r 成 人女 子 用 衣料 の サイ ズ」 も

59才以 下 の成 人女 子 体型 デ ータ に基 づ き作 成さ れ 、 高齢 婦人 の既 成 服 サ イズ の規 格化 は遅 れて い る。 そ

こ で 今回 は、 第 １報「 高 齢 婦人 の体 型 把握 一 身体 計 測値 の主 成 分分 析 」に 続い て、 高 齢婦 人 の体 型測 定

値よ り、 市販 の 既成 服 サイ ズに つい て 検討し た。

方‘･/ ＆　　 第１ 報 で報 告し た計測 値（ マ ル チン 法 により 測 定、 被 験者62 名 －65 才 以 上平 均年 齢72.6 才

） に クラ スタ ー分析 を施 し、 体 型 分類を し た 上で 主 な項目 の体型 測 定値 の分布図 を 作 成、 市 販の 既成 服

（8 ～14 号 の偶 数 サイズ の も のと、9 号、13 号 のも の）を 試買し 、 サ イ ズにつ いて 比 較 検討し た。

糸吉 貝i1　　 高 齢婦 人 の体 型を 、 ①平 均的 体 型、 ② 太 めのタ イプ 、 ③ やせ の タイプ 、 ④ 背が 高い タ イプ 、

⑤背 が低 い タ イプ、 の ５つ に 分類し た。 タ イプ名 は 高齢 婦 人とし て の 体型を 表し、 総 体 とし て 背は 低 め

で あり 、 ④ のタ イプ で も平 均 身長151.8cii, で ある 。

試買 品 の サ イズ の中 に含 ま れて い た人 は、 胸囲 一 身長 につ いて は31 ％で 、 身長 が高 い とい う人 より 、

低い 人 の方 が圧 倒的 に多 かっ た。 高 齢婦 人で は 胸囲 など 幅 があ って も 身長 か 低い とい う 特徴 かあ り、 現

行 サイ ズで はカ バ ーし き れな い。 胸 囲一 胴囲 の 分布 につ い て は45 ％の 人 が含 ま れ、 胸囲 一 腰卵 の分 布 に

つい て は28 ％ の人 が 含ま れて い た。

実 際 の着 用 テスト で も 全体 的 に着 丈、 袖丈 とい った 縦寸 法 が長 すぎ 、 と くに スカ ート 丈、 前 丈 が長 く、

スカ- ト の前 か下 が った 感じ にな っ たも の が多 い。 逆 に 背中 か前 屈し た 体型 がカ バーし き れ ず、 後身 頃

の長 さ が足 り ない も のが あっ た。

現行 サ イズ は、 背 が高 け れば、 胸 囲 も大 きい とい う 考え で 定 めら れて い るが、 高 齢 婦人 で は、 身長 と

胸 囲 の間 の相 関係 数 も低 く(0.0001 ） 現行 サ イ ズに はず れる 人 の方 が多 い。


